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11月 16日～17日、スーパー耐久 2024 Rd.7 FUJI 4時間レースが開催され、9クラス 65

台が参加し、TEAM ZEROONEからは 25号車 26号車の 2台が参加した。日産メカニックチャ

レンジの活動としては、日産愛知自動車大学校の学生が 12名、日産販売会社のテクニカ

ルスタッフ(TS)は 5名参加し、レースに携わった。今大会は最終戦で S耐横町も開催され

るという事もあり、来場者数は昨年度より 21.5%アップの、32,200人となった。 

 

■予選 

10/26日(土) コースコンディション：ドライ 

今大会も Aドライバーと Bドライバーの合計タイムで予選順位が決まるタイム合算方式の

予選となった。25号車は植松選手、26号車は大塚選手が担当し、Aドライバー予選が始ま

った。植松選手は、1,48.071を記録。大塚選手は、1,47.237を記録。Bドライバー予選で

は、松田選手が 1,47.337を記録し、クラス 5番手。26号車は、富田選手は 1,46.976を記

録し、今シーズン 4回目の PPからのスタートとなった。 

 

■決勝(4時間レース)コースコンディション：ドライ 

今大会は唯一の 4時間レースで、11月とは思えないほどの暖かさの中 12時 30分にスター

トが切られた。スタートドライバーの名取選手、富田選手共に良いスタートを切り、25号

車は名取選手の猛追により 4つポジションを上げることに成功。#20と合わせ、Nissan Z 

NISMO GT4勢が上位を独占し、1-2-3で走行を重ねる。しかし、#16の大クラッシュにより

FCYが掲出されその後 SCが導入され、赤旗中断に。26号車はこの間にピットインし富田

選手から篠原選手にドライバー交代を済ませた。コース修復の為、FCY掲出から約 1時間

20分後までレースは中断となったが、その後 14時 20分にレース再開。この間レースの計

時の時計は止まらず、残り約 1時間 10分のレースとなる。その後、25号車は名取選手か

ら佐藤選手、さらに植松選手へとドライバー交代を行う。26号車も篠原選手から大塚選手

にドライバー交代を済ませる。その後レース残り 1時間 30分のところで再度クラッシュ

車両が発生し、レースは赤旗中断となる。再びマシン回収及びコース修復の為、約 1時間

が経過し、レースは残り約 30分となる。レース再開後、ライバル#59は Aドライバー乗車

義務消化のピットインを済ませていなかったため、ピットイン次第では 26号車が上位に

入賞できると思われたが、レース残り 10分で再アクシデント車両が発生し、FCYが掲出さ

れる。この間に#59はピットインを済ませ、上位をキープしたまま残りを走り切り、26号



車はあと一歩のところで初優勝を逃し 2位、25号車は 8位でフィニッシュ。25号車はシ

リーズランキング 8位、26号車は 5位で 2024シーズンを締めくくった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日産メカニックチャレンジ活動 

 

１． ピット活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． マックメカニクスツールズ特別講習 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．他チーム見学：SHADE RACING 

ピット内とシェイドレーシング FUJI ファクトリーを見学させていただいた。 

ピット内には ST-4クラスを走る 884号車と ST-Zクラスを走る 885号車があり、TS と学生

全員が参加し見学させていただいた。学生も TSもなかなか間近で見ることの出来ないハ

チロクとスープラのレーシング車両に興味津々で、たくさん出る質問にチーム代表兼ドラ

イバーでもある林寛之さんを始めメカニックの皆様も丁寧に答えてくださった。 

また、3カテゴリーのレースに出ているシェイドレーシングのファクトリーは規模も大き



く、更に完成し立てのため綺麗で設備も整っており、目を輝かせて見学していた。ここで

もチーム代表林寛之さん自ら施設内を案内してくださり、所有するレーシングカーのカー

ナンバーの由来などもクイズを交えながら楽しく紹介してくださった。最後にはグッズも

プレゼントしてくださり、学生たちには忘れられない経験となっただろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．ブリヂストンサービスチーム見学 

学生 12名、TS 5名で見学させて頂き、小原さんにご案内頂いた。 

レース中の現場での仕事についてや作業スペースを回りながら、タイヤ作業の流れについ

てお話してくださった。 

学生からは「タイヤの温度は？」「レースと市販のタイヤの組心地の違いは？」 

「1回のレースではどのくらいのタイヤが使われる？」など沢山の質問があがった。 

また見学後に BSのトレーラーのエアサスペンションを覗いていた学生に対しても近くに

いたＢＳのスタッフが声を掛けて説明をしてくださり、学生たちもとても有意義な時間を

過ごすことが出来た。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ゲストエリア 

 

 

 

 

 

 

 



 

■来シーズンへ向けて 

2024シーズンはチーム結成 3年目、Nissan Z NISMO GT4 2台体制初年度となる節目のシ

ーズンとなったが、25号車はシリーズランキング 8位、26号車は 5位と悔しいシーズン

となってしまった。しかし、25号車は Nissan Z NISMO GT4として国内初優勝を獲得、26

号車は 7戦中 4回の PPを獲得する等、Nissan Z NISMO GT4の速さを十分に発揮できた年

でもあった。しかし、シーズンを通して大きくポイントを取りこぼすことも多く、ライバ

ルに差をつけられてしまう場面も多々あったため、2025シーズンはチームとしてさらに強

くなり、2台揃って勝ちにこだわり NISMOと更なる連携を図り、より良いシーズンとなる

ように準備をしていきたい。 

以上 

TEAM ZEROONE 


